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ているからでもある。   
昇その人が、現在は忘れられたロシア文学者の一人であるというこ  
とについて、長谷部が既に昇の「著作年譜（稿）Ⅰ－Ⅳ」を編むにあ   
104 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
たって「はじめに」で外川のことばを引きながら述べている［長谷  




























なっている（2012年2月現在）。   



























かれてあるので、それがどれほどの分量であるかは、容易に想像   
106 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  





























しよう。」という言葉を付け加えている。本誌に発表するのはこ   
107  
の既発表の分を除いた、四百字詰め原稿用紙で三十九放から成る  











ことわっておく。   
私の時報時代はちょうど私がトルストイに傾倒していた時代5  
であった。書中トルストイに関する論文や彼の思想、言説、物語  











里に立ちかえったような一種の卿愁さえ覚える。   
目次をのぞいていただければわかる通り、書中の各篇は各種の  
問題や事象に触れているが、著者はそれを普くに当たって、一宗   
108 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
一派の偏見に囚われないように注意しながら、どこまでも一個の  
クリスチャンとしての立場から、公平無私の態度をもって一切の  

























長い引用となったが、外川はこのあとに『人生と宗教』の原稿に基   
109  
づいて目次構成などを紹介している。次にその部分を章だてにした  




と、私どもの調査によるものである。   
とくにここで問題としているのは、新稿部分の確定である。  
『人生と宗教』［の目次構成］  
注意事項（注・まえがきと目次の前に昇自身の手書きによる以下の記載があるり   
一、新カナに改むること   
二、当用漢字に改むること   












Ⅰ 人間生活の指標   
［一］道は近きにあり  
「道は近きに在り」昇直隆著 正数時報 24巻10号，1－2  
（1935．10．1）   
110 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
［二］人は何によって生きるか   
「三つの眞理」昇直隆著 正教時報 26巻8号，2－4   
（1937息1）を改題、収録。  
［三］三つの死   
「生と死」昇直隆著 正教時報 27巻12号，1－2（1938．12．1）  
を改題、収録。  
［四］人生をより善く   
「人生をヨリ善くするために」昇直隆著 正教時報 22巻   
11号，1－2（1933．11．1）を改題、収録。  
［五］「人の子」とは何であるか   




［七］永世への希望（原稿では「永生への希望」）   
「来世観と道徳」昇直隆著 正教時報 27巻11号，1－3   
（1938．11．1）を改題、収録。  
Ⅱ 体験と実践   
［一］トルストイ主義の基調  
「トルストイ主義の基調」昇直隆著 正教時報 25巻11  
号，1－3（1936．11．1）を一部変更。   
［二］トルストイの体験  
「トルストイの饉験」昇直隆著 正教時報 24巻11号，1－5  




し収録。   
［四］宗教的探究の悲劇   
111   
「宗教的探究の悲劇」昇直隆著 正教時報 25巻6号，1－2   
（1936．6．1）  
［五］ドストエフスキイの宗教的苦悶   
「神人と入神の思想」昇直隆著 正教時報 24巻9号，1－6   
（1935且1）を改題、収録。  
［六］トルストイに影響した二人   
「年頭所感」昇直隆著 正教時報 24巻1号．1－4（1935．1．1）  
を改題。  
［七］ソロヴイヨフの世界観   
「ソロヴイヨフの震的進化論」昇直隆著 正教時報 28巻   
12号，2－7（1939．12．1）を改題、一部変更し収録。  
なお同様のものとして次のものがある。   
「ソロウイヨフの神人的世界観（上）（最新思潮講話14）」  
新潮 25巻3号，84－90（1916．9．1）   
「ソロウイヨフの神人的世界観（下）（最新思潮講話15）」  
新潮 25巻5号，88－92（1916．11．1）  
［八］内村鑑三先生の思い出   
「内村先生の思い出」内村鑑三著作集月報10，1－3（1954．1）  
を改題。  
［九］ニコライ大主教の生涯と業績   
「ニコライ大主教の生涯と業績」えうゐ17号，103－117   
（1989．4．10）   
［解説・注］（外粧継男著pp．117－126）  




に翻刻している。   
112 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
Ⅲ 宗教と芸術と祭礼   
［一］宗教的糞術  
「宗教蛮術に就いて」昇直隆著 正教時報 24巻2号，1－3  
（1935．2．1）を改題、冒頭を新たに書き下ろしている。   
［二］彗術史上のマドンナ  
「蛮術に於ける聖母頑讃」昇直隆著正数時報28巻1号，3－5  
（1939．1．1）を改題。   
［三］クリスト教と古典的祭礼  
「古典的祭頑」昇直隆著 正教時報 28巻4号，3－5  
（1939．4．1）を改題、冒頭を追加変更。   
［四］上田敏氏と礼拝式  
「正教舎奉神祀の特徴」昇直隆著 正教時報 23巻5号，  
1－4（1934．5．1）を改題、末尾部分を変更。   
［五］クリストの降誕と復活の意義  
「復活の希望」（正教時報か？出典不明）に冒頭を大幅に書  
き加え改題。   
［六］西欧諸民族のクリスマス伝説  
「諸民族のクリスマス博説」旅と博説7年1号（71号），  
22－26（1934．1．1）及び正教時報 24巻1号，8－11（1935．1．1）  
の改題。   
［七］夜と人生  
「夜半と人生」昇直隆著 正教時報 26巻5号，1－3  
（1937．5．1）を改題。  
Ⅳ 霊肉一致の宗教   
［一］宗教の機能  
「宗教の機能」昇直隆著 正教時報 23巻9号，1－3  
（1934．9．1）、一部変更。   
［二］宗教礼賛  
「宗教祀讃」昇直隆著 正教時報 24巻8号，1－2（1935．8．1）、   
113  
一部変更。  
［三］科学と人生   
「科学と人生」昇直隆著 正数時報 27巻10号，1－2   
（1938．10．1）、一部変更。  
［四］霊肉一致の宗教   
「霊肉一致の宗教」昇直隆著 正教時報 23巻8号，1－4   
（1934．8．1）、一部変更。  
［五］血と肉との神秘   
「肉と血との神秘」昇直隆著 正教時報 25巻3号，1－2   
（1936．3．1）を改題、一部変更。  
［六］偉大なる二つの誕生   
「偉大なる二つの誕生」昇直隆著 正教時報 25巻1号，   
1－3（1936．1．1）  
Ⅴ 宗教と伝統（原稿では「教骨と侍統」）   
［一］クリスト教徒の社会的理想  
「基督教徒の社食的理想」昇直隆著 正教時報 24巻6号，  
1－3，12（1935．6．1）   
［二］地上天国の建設  
新しい原稿に出典不明の原稿が途中に入っている。   
［三］侍兢的教会の改革  
「日本正数曾の濁立と改革」昇直隆著 正教時報 30巻9  
号，1－7（1940．9．1）を改題、前半を大幅に変更。   
［四］ソ連における宗教対策の変遷  
「ソ聯の宗教と宗教政策（盟邦評論）」（出典不明）の改題、  




［解説］（外川継男著pp．95－96）   
114 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
なお、この号には、昇藤子（昭和光年5月）著「思ひ出  





「湘南その折々」正教時報 22巻9号，24－27（1933．920）  
内容：一、謹書の秋 二、神に就ての一考察 三、塵基  
数運動者に 四、螢働奉仕の生活 五、精神的の深み  
②「聖書のすすめ」   
（∋「昔の学生と今の学生」  
「昔の学生今の畢生」昇曙夢著 科挙ペン 6巻10号，  
110－111（1941．10．1）を一部（特に末尾）変更したもの。  
④「螢働奉仕の生活」  
①と同様に 正教時報 22巻9号，雄（1933且却）を一  
部変更したもの。   
（む「ゴーゴリの笑い」■   
（む「反宗教運動について」  
①と同様に 正数時報 22巻9号，25－26（1933．920）を  





正教時報 26巻12号，12－14（1937．12．1）を改題、一部  
変更したもの。  
⑲「トルストイ語録」下記を一部変更したもの。  
「人生訓」昇直隆訳 正教時報 お巻6号，1－3  
（1934息1）  
内容：一、トルストイ語録 二、 ゴーリキイ語録   
115  
⑪「ゴーリキイ語録」下記を一部変更したもの。   
「人生訓」昇直隆訳 正教時報 23巻6号，1－3   
（1934．6．1）   
内容：－、トルストイ語録 二、 ゴーリキイ語録  
Ⅵ 思索と研究   
［一］ヘブライズムとヘレニーズム  
新規の原稿と思われていたが（前記外川の記述）、ほほ同内  




五十年記念集1861－1911』東京 正教神学校1911．7．16  
所収pp．100－119）  
（注）この末尾には（本論を草するに富り、露国許論界の名  
家ローザノフ氏の筆に成れる F歴史上に於ける基督教の地  
位』に負ふ所少からず、偽て玄に辞り置く）とあり。   
［二】クリスト教と人道主義  
「正教と新人道主義」昇直隆著 正教時報 23巻3号，1－5  
（1934．3．1）を改題、一部変更。   
［三］個人的生命と普遍的生命  
「普遍的生命」昇直隆著 正教時報 27巻5号，3－6  
（1938．5．1）を改題、一部変更。   
【四］ヘブライ文学研究序説  
「希伯東文学研究序説（一）」正数時報 27巻10号，15－17  
（1938．氾1）  
内容：一  はしがき、二 菖約詩昏の分類、三 希伯来詩  
の特質、四 希伯来詩の形式  
「希伯来文学研究序説（二）」正教時報 27巻11号，14－18  
（1938．11．1）   
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内容：五 希伯来詩の並行饅、六 並行髄の定義と識別法、  
七 封句の種類  
「希伯東文学研究序説（三）」正教時報 27巻12号．8－11  
（1938．12．1）  
内容：八 封旬の複雑化、九 詩形の多様性、十 酎句研  







るかたちをとっている例が多い」とされている。［源・塚原、2011、   
「著作編2」：1］  











4 ロシア革命後は日本においても社会主義革命をめざす者たちにとって  
はロシア語の修得は重要な動機となっていた。しかし、治安椎持法下  
での学習機会はひじょうに限られたものであったことも確かである   
［松田道雄、1980：75］。  
一方で、東京商科大学や′ト樽高商など商業系の教育機関で商用に必  














学んだ［石原、1980：510］）については辛辣な評を F失語と断念』で  






















た石原や、たまたまエスペラントを学んでおり、横浜事件で解散させ   
118 昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について  
られた改造社社員であった高杉（東京文理大英文科卒）も、一兵士と  
してそれぞれにロシア語が使えたために、スターリンの獄で長く過ご   
すことになったといえる。  
5 明治中期から大正期にかけて日本のトルストイ熱は雑誌『トルストイ   
研究』が出版されるほどであった。とくに昇はこの雑誌でもロシア文   
学の専門家として多くの部分を書いている［柳、1998：100－101］。『ト   
ルストイ研究』復刻版（1985 大空社）別冊の著者名索引によると日   
本人名では昇は最多の18点を翻訳・執筆している。  
引用・参考文献  
Berton，P．，Langer，P．F．andSwearingen，R（1956）ht）aneSe Training  
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